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機能概要
指定したフォルダ上のjpegファイルの画像に著作権情報の埋め込み及び、各jpeg画像の説明文などをExif情報の中に書き込む処理を一気に行います。
その際に画像サイズ（縦・横画素数）を上限値以下に縮小したり、画面解像度（dpi）を変更したりする設定もできます。
処理が終わったjpeg画像格納フォルダ内画像ファイルのビュー機能もあり、書き込んだ説明文（コメント）と著作権情報の確認を行うことができます。


操作説明
1 画像サイズ一括変更、クレジット挿入およびExif情報へのコメント書き込みを行う画像ファイルが入ったフォルダパスを指定する。画像ビューモードでは、画像ビューを行うjpeg画像が入ったフォルダのパス指定をする。
（ファイルメニューのパス指定からでも，ツールバーからでも，あるいはjpeg画像ファイルが入ったフォルダ中の画像をドラッグアンドドロップしてもよい）

2 フォルダ内一括処理を行うのか,フォルダ内画像のビューを行うのかの選択をします。

①と②は順不同です。②のラジオボタンの選択に従って、操作できないコントロールは見えなくなります。
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フォルダ内画像に対して一括処理の画面です。
[image: ]
フォルダ内画像のビュー画面です。

１．フォルダ内画像に対して一括処理、フォルダ内画像のビューどちらにも共通する操作

ファイルメニューのパス指定とツールバーによるパス指定
一括処理対象jpeg画像ファイルが入ったフォルダの指定,またはフォルダ内画像のビューを行うjpeg画像が入ったパスを指定します。

進捗状況表示
指定フォルダ上のjpegファイルの枚数と現在処理済みの画像数表示及びプログレスバーによる進捗状況を表示します。

画面左下部分のパス表示テキストボックス
一括処理対象jpeg画像ファイルが入ったフォルダ,またはフォルダ内画像のビューを行うjpeg画像が入ったパスを表示します。一括処理中またはスライドショー中には画像ファイル名を含んだフルパス名を表示します。

２．フォルダ内画像に対して一括処理の操作

著作権情報付加の有無と位置
各jpeg画像に著作権情報を埋め込むか否かと埋め込む場合に画面4隅の中でどの位置に埋め込むかを指定します。

著作者名
画面に埋め込むCopyrightの文字に続く著作者名を入れます。著作権情報を付加しないを選択している場合には、入力しなくてもかまいません。右下など著作権情報の位置を指定している場合には、必ず著作者名を入力しないといけません。

画像サイズ制限の有無と上限サイズ
元々の画像サイズに対してサイズに上限を設け、上限を超えるものを上限サイズに縮小するかの指定と、上限を設ける場合の上限値の設定を行います。

横画素数と縦画素数
画像サイズの上限値の表示を行います。上限値として数値入力を選択した場合にはここに上限値を数値で指定します。数値入力では任意の値の入力が可能です。


解像度変換の有無と変換後の解像度
jpegファイルには画素数で表す画像サイズとは別にdpiで表す画面解像度情報があります 。パソコン画面上に画像を表示するだけでは特に意味がないのですが、画面に文字を埋め込む場合に,Fontのサイズはem サイズ (ポイント)で指定するので、dpiで表す画面解像度に依存して、文字のサイズが変わります。
解像度変換を行わないを選択した場合には、元々の解像度のままで処理を行います。
文字のサイズが解像度の影響で極端に大きくなったりしないように画素数と画面解像度から適切なサイズを計算して設定します。画面解像度情報を持たない画像は96dpiに設定されます。
画面解像度を指定した場合、処理後の解像度は全て選択した解像度に設定されます。

コメント付加の有無とコメントソース
各jpegファイルのExif情報にコメントを付加するか否かの指定と、コメントのソースとして、全jpegファイルのものが全て入った一括テキストファイルを使うのか、各jpegファイル毎に個別に持った個別テキストファイルを使うのかを指定します。
一括テキストファイルのファイル名は「commentSurvey.txt」というファイル名で用意してください。ファイルの各行のフォーマットは
imageFileName.jpg\tタグ名\tコメント本文（\tはタブ）
一括的テキストファイルではタグ名は任意です。
個別テキストファイルの場合のファイル名はimageFileName.jpgに対して「imageFileName.txt」というネーミングになります。このテキストファイルに直接コメント本文を書き込んでください。
個別テキストファイルの場合には、コメントのタグ名は「説明3」になります。
(テスト用サンプルとしてsampleFolderとその中にいくつか，jpeg画像ファイルとコメントファイルを添付します。)
※注意　一括テキストファイルの場合も個別テキストファイルの場合でも、テキストファイルのエンコーディングはUnicode(UTF-8)、改行=LF、BOMコード有りで作成してください。そうしないと、コメントの取り込みができません。

一括処理開始
指定したフォルダ上の各jpegファイルへの著作権情報埋め込み処理、及びjpeg画像のExif情報へのコメントの書き込みの一括処理を開始します。

一括処理中断
開始した一括処理を中断します。



３．フォルダ内画像のビューの操作

コメント
Jpeg画像ファイルのExif情報に入っているコメントの表示を行います。
この内容を書き換える場合、ここのコメントを書き換えます。

コメント保存ボタン
コメントのテキストボックスに入力したコメントを表示中の画像のExif情報に保存します。その際のタグ名称はコメントタグ名で指定したタグ名となります。

コメントタグ名（コンボボックス）
ビューを行う画像のコメントが入ったタグ名、コメント保存ボタンで保存する際のタグ名を指定します。ユーザー追加定義を選択すると、任意のタグ名を追加できます。

開始ボタン
スライドショーを開始します。

一時停止ボタン
スライドショーを一時停止します。

再開ボタン
一時停止しているスライドショーを再開します。

1枚戻るボタン
一時停止しているスライドショー表示画像から1枚前の画像に戻ります。

1枚進むン
一時停止しているスライドショー表示画像から1枚先の画像に進みます。

インタバル時間（コンボボックス）
スライドショーの画面更新時間を選択します。最低が0.01秒でその他は0.5秒から0.5秒単位で選択でき、最大更新周期が10秒です。最低の0.01秒を指定してもPCの処理時間があるので実際の周期はそれよりかなり長くなります。（この時間はPCハードウェアのパフォーマンスにも依存します。）
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